
 
 

  

学校でしか経験できないことと家庭でしかできないことがあります。学校でしか経験できない

ことは集団⽣活です。集団の⼒は良きにつけ悪きにつけ⼤きいものがあります。この集団の⼒

をいかに良い⽅向に利⽤して⽣徒の⼒を育てていくかが我々に与えられた使命です。 

家庭にしかできないことは家族からの愛情が注がれ、やすらぎや安⼼が与えられることで

す。そして⼗分な栄養と睡眠により⼼⾝ともにリフレッシュしてまた元気に学校へ⾏き、勉強や

運動に頑張ろうとする態度を育てることです。 

ご家庭で⼀番⼤切にしてほしいことは⼦どもとの会話です。会話のある家庭は⼦どもも精

神的に安定しているように感じます。 

どのご家庭でも⼦どもとの会話は⼤事だと思っていると思います。ただ、会話をしようと思っ

てもなかなか話してくれない。と⾔われる⽅も多いでしょう。確かに中学⽣になると⾃我が芽

⽣え、反抗期となりなかなか話しません。無理やり話せと⾔ってもそれは逆効果です。 

ここは考え⽅を変えてください。会話は５対５の割合で話したり聞いたりするというイメージ

を捨て８対２もしくは９対１の割合で聞き役に徹してください。「話し上⼿は聞き上⼿」とい

う⾔葉があります。これは我々⼤⼈も同じで話しやすい相⼿というのは話を聞いてくれる相⼿

ではないでしょうか。 

ではどうしたら⼦どもは話すようになるのでしょう。それはまず第⼀にタイミングを逸しないとい

うことです。 

家事の途中に「お⺟さん」と話しかけてきました。「ちょっと待ってこれが終わった後にして」と

⾔って家事を⽚付けてから「さあ話して」と⾔ってもタイミングを逸していますから「もういいや」と

か「私より洗濯や炊事の⽅が⼤事なのか」というふうにとらえることも考えられます。まず少し⼿

を⽌めて聞いてやってください。そして即答できる内容ではないと判断したら「これを終わらして

しまうしちょっと待ててね」と⾔えば⼦どもは納得します。「忙しいので後で！」とピシャッと⾔い

切ると話さなくなるかもしれません。 

次に、答えをすぐに出さないことです。例えば、部活動でなかなか選⼿として使ってもらえな

い。部活をやめたいという悩みを打ち明けたとします。そこで「わかった。お⺟さんが先⽣に⾔っ

てあげる。」と⾔ったとします。多分多くの⼦どもは、そんなことを望んでいないでしょう。逆にや

めてほしいという感情を持つのではないでしょうか。 

また、「あなたの努⼒がたりないからしょうがない。がんばるしかない。」 

と⾔えば会話が⽌まり話さなくなるでしょう。ここは、⼦どもに喋らせ共感 

しながら聞くことが⼤切です。「ほんまか。なるほどなあ。そうやったんか。 

たいへんやなあ。」などと相槌をうちながら聞くことが⼤切です。 

（裏⾯へ続く） 
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PTA 総会 校長挨拶 
PTA 総会でこのようなお話をさせていただきました。 
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